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2013年度年間総括     大西 弘 

 

２０１３年度の活動を振り返ってみると、１月の総会・

新年会に始まり、３月には恒例の World Friendship Day、 

４月にはＦＦセミナーを開催、５月にはドイツ渡航、６月

には中部ブロック会議、９月末から１０月初旬にかけて南

フロリダクラブの受入れ、１０月には鳥取での日本大会に

参加、１１月にルーマニア Brasov Club 受入れ、等々主

要な行事だけでも相当多忙な一年であったと思います。 

これらの行事に加えて、クラブ内活動もますます活発に行

われるようになり、会員相互の交流も一層深まって来たの

は大変喜ばしい事だと思っています。 

特筆すべき事としては、ＦＦセミナーで提案された会員

の自主運営による English Chat Salon が予想を超える反

響を呼び、定着化してきた事、例会に講師を招き色々な話

題について講話を聴く機会が増えた事などがあげられま

す。 

会報の定期的発行を取りやめ、ホームページ上のブログ

に切り替えた結果、多くの会員がブログによる情報伝達に

馴染み始めた事も大きな成果の一つです。 

まだまだ多くの課題を抱えながらも、総じて着実に前進

しつつある事を実感出来た年であったと思います。 

 

 

Annual event 

1月  総会・新年会 

3 月  第７回 World Friendship Day 

4 月  第３回 FF セミナー 

６月   中部ブロック会議（奈良クラブ主催） 

     デラウェア大学学生受入れ 

７月  奈良産業大学留学生受入れ 

10 月  第 25 回 FF 日本大会 （鳥取クラブ主催） 

12 月  クリスマス会（定例会後） 

 

             

 

 渡航と受入れ 

 

５月 ドイツ渡航 Gelsenkirchen Club 

 Braunschweig/Peine Club 

 

9 月 南フロリダ受入れ  

             South Florida Club and mixed G 

11 月 ルーマニア受入れ 

Brasov Club（4 泊 5 日） 

 

     

ケルン大聖堂 

ゴスラー 皇帝居城 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恒例のポットラックでスタート 
 総会の後はお待ちかねの新年会。今年は奈良産業大学

の学生14名とALTのマリアも加わって賑やかにスター

ト。いつもながらの会員手作りの料理、デザートでお腹

を満たし、その後体操で体をほぐし、ゲームで頭を使い、

楽しくダンス、最後にゲーム感覚でプレゼント交換。 

今年もイベントグループの皆さんの計画とリードで

楽しいパーティを持つことが出来ました。 

２ 

 

２０１３年１月２０日（日）、西奈良県民セ

ンターで新年度の総会と新年会を開催しまし

た。 総会出席者６８名、委任状１２名で開会。

阪井さんの司会で、大西会長の挨拶、前年度の

活動報告、会計報告に続いて、本年度の活動基

本方針、行事予定、予算案などが報告され、新

年度の役員が紹介されました。任期満了で退任

される青木理事、浅田理事、西野理事、阪井理

事、１０年以上会計を担当し、後監査へ移動さ

れた山足理事達に感謝の拍手を贈り、総会は無

事終了しました。 

 

会長 大西弘 

副会長 内田堯子 

事務局 佐々木啓子、樋室冨佐子 

会計 仮家正剛 

イベント 河村ひとみ、中森恭子、内田堯子(兼) 

手作り 高尾ハツ子、畑廣子 

広報 小泉くに子(新）、道上恵子(新） 

交流 藤井英雄、合田サワ子(新） 

英会話 木村洋子 

監査 山足和生 

 

 

新年会 

総会 

パーティに奈良産業大学の留学生 14 名とマリアさんが参加 



 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

３ 

１０時３０分、「リーベル王寺」５F

の調理室に集まったのは、FF 会員４６

名、ゲスト２６名の７２名。ゲストは、

日本在住のイギリス、アメリカ、カナ

ダ、中国、南アフリカ、ロシアの方た

ちと「おぶぶ茶苑」の代表者とそこの

研修生。各テーブルごとに違う料理を

作って、その合間に皆さんあちらこち

らに食べ歩き、それぞれ違う味を楽し

みました。 

 

☆７カ国の粉料理を作りました    チヂミ（韓国） 

クレープ（フランス）・ピザ（イタリア）・水餃子（中国）・ 

ピロシキ（ロシア）・タコス（メキシコ）・たこ焼き（日本） 

 

ゲストの外国の方達が素晴らしいパフォ

ーマンスを披露して下さいました。最後に

恒例の大和路ラプソティーをみんなで踊っ

て楽しい時を過ごしました。 

 

「世界の粉もん料理」で広げようフレンドシップの輪 

人々を隔てている壁を乗り越えて相互理解を推進する 

生駒南コミュニティーセンタ－「せせら

ぎ」にて開催。参加者 51 名。 

１０時から３０分間は４月度の例会。そ

の後会長の話、FFI のビデオ上映、11 時か

ら仮家さんの司会で第１部自由討論会。45

分の昼食をはさんで内田さんの司会で 14

時 45 分まで第２部自由討論会。司会者の好

リードで全員が発言。多くの意見を聞くこ

とが出来ました。この時に山足さんの提案

で、英語のチャットサロンが発足すること

になりました。美味しいお弁当を食べ、そ

の後の休憩時間に手作りグループの作品の

販売があり、あっという間に完売しました。 

食事の後は楽しい交流会 



  

               

前半 ゲルセンキルヘンクラブ 5/9～16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

                                                                

                                                                                  

 
 
 

★スケジュール★ 
  

5/9(木)  関空発（アムステルダム経由でデュセルドルフへ 

           その後 鉄道でゲルセンキルヘンへ） 

5/10(金) ボックム炭鉱博物館見学 

5/11(土) 自由行動 

5/12(日) 自由行動  

5/13(月)  ゲルセンキルヘン市長訪問、市内観光、ラジオ局 

5/14(火) ケルン大聖堂、ライン川クルーズ（バスツアー） 

5/15(水) オーベルハウゼン市内観光、ショッピング 

     フェアウエルパーティ（ポットラック形式） 

5/16(木)  ホームステイ終了して、鉄道でハノーバーへ 

     ここで次のホームステイ先に行くメンバーと 

     メルヘン街道へ行くメンバーとはお別れ 

 

 

かつてのルール工業地帯 

ゲルセンキルヘンは産業革命の進展と共に発展し、２０

世紀に石炭の採掘、石油精錬の中心都市として栄え、その

名残りの炭鉱跡や巨大なガスタンクがミュージアムに変

身。特にガスタンクの中に巨大なバルーンがあり、中に入

るとまるで銀世界の中にいるような不思議な感覚になり

ました。 

４ 

右の夫婦は FF 会員ではなく、娘さんが日本で

世話になったからと、ラジオでの募集を聞い

てホストを申し出られた。 

 

 当初ドイツ渡航の希望者が多かったため、もう

１ヶ所増やして、２ヶ所のクラブを訪問しました。 

 豊かなドイツの歴史や文化に触れることが出来

ました。 

副市長 

驚きの Welcome ！ 
到着した駅の構内でのウエルカム 

レセプションにびっくり！ 

。 

今年のドイツは異常気象 
 例年ドイツの 5 月は雨が少なく、さわやかな気候だそうですが、

今年は雨が多く寒かったので、ダウンコートを手離せませんでし

た。いつもならこの時期には見られない美しい菜の花畑をあちらこ

ちらで見ることが出来、感激！ 

 

フェアウエルパーティ（ポットラック） 

ガスタンク 

前半グループ  18名 

(ED)①合田さわ子 ②大西 弘/博美 ③藤井英雄・辻井良行  

④滋井寛子・吹田栄子 ⑤上山よしこ・湯浅順子 

⑥中森恭子  ⑦濱田延子・阪井敏江 ⑧道上恵子・三木貞子  

⑨今井寿正/寿子 ⑩木村久志/洋子 

 後半グループ  20名 

(ED)①山口隆子・松本朱美 ②内田勝治/堯子  

③吉川利文/公子④西村楢美・河井文子 ⑤河村秋男/ひとみ  

⑥前野美佐子・⑦中森恭子  ⑧濱田延子・阪井敏江  

⑨道上恵子・三木貞子 ⑩今井寿正/寿子 ⑪木村久志/洋子 

＊緑の名前の方は両方に参加した人たちです 

ED Anke 

バルーンの中 

菜の花畑 



後半 ブランシュバイク/パイネクラブ 5/16～23 

                                                                                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

  

              

                  

                  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

メルヘン街道 3泊 4日ツアー 前半グループ 5/16～19 日 後半グループ 5/23～26 日 

グリム兄弟の足跡をたどって 

１日目 ◎Hameln(ハーメルン)市内観光 →◎ゲッティンゲン（大学の街）旧市街散策～（カッセル泊） 

２日目 ◎Kassel(カッセル)市内観光・グリム博物館→ヴィルヘルムスヘーエ公園、宮殿（マールブルグ泊） 

３日目 ◎Marburg(マールブルグ) 市内観光（フランクフルト泊） 

 

 

 

★スケジュール★ 
5/16(木)  関空発 アムステルダム経由ハノーバーへ（11名） 

      ゲルセンキルヘンから鉄道で（9名） 

5/17(金)  ブランシュバイク市内観光、 

ウエルカムランチ（レストラン） 

オーカー川下り 

5/18(土)  ハノーバーのヘレンハウゼン王宮庭園（左写真） 

オールドタウン街歩き、ニュータウンホール 

5/19(日)  自由行動  

5/20(月)  精霊降臨祭で祝日/会長宅に集合、シャンペンで乾杯 

      射撃祭（ブラスバンドを聞きながらランチ） 

      風車祭り（ケーキとお茶）、サルダー城見学  

5/21(火)  ゴスラーとヴェルティンガーオーデ（バス旅行） 

5/22(水)  フェアウェルパーティ（パイネのレストラン） 

5/23(木)   ホームステイ終了して、鉄道でハノーバーへ 

メルヘン街道オプショナルツアー 

 

 

きめ細やかなホスピタリティーに Danke ! 
このクラブでは「アンバサダーは大事なお客様」

といわれ、心のこもったおもてなしに感動！500

人のドイツ人に囲まれた地元の祭り、射撃祭に名

誉ゲストで参加、ブラスバンドの音楽と歌の輪に

加わるという感動的な体験も！フェアウェルパーテ

ィでは民族舞踊団の踊りを楽しみ、ホワイトアスパ

ラガスやドイツ料理を堪能。感動につぐ感動のホ

ームステイ体験でした。 

この写真と記事が地元紙に大きく掲載 

   （会長宅の庭にて） 

射撃祭 

からくり時計 

フランクフルトで大きなお祭に遭遇！ 

ED 

Heinz 

山口隆子 

グリム兄弟 



 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

奈良周辺の観光だけでなく、

七夕飾りの準備、季節行事「虫

送り」（7/29）の見学、「藍染め」

の体験、物理専攻学生となぜか

「空海」の話題に花が咲いた夜、 

ミュージカルで同世代の娘と盛

り上がるなど、珍しい体験に親

日感情がより高揚した様子。 

中部ブロック 7 クラブから 50 名（うち奈良クラブから 15 名）、FFJ
から事務局代表・石井嗣代さん、また FFIプログラムコーディネーター
として新く着任された金元勅子さんも参加され、和やかな雰囲気の中で
充実した情報交換、意見交換がなされました。 
 近隣諸国との交換に関しては、第１希望として申請するクラブがほと
んどないため、中部ブロックで合同渡航の申し入れをしてはどうか、と
の提案があり、前向きに検討されることになりました。 
 会議の後は｢子規の庭｣などを散策し、正岡子規が愛でたといわれる柿
の古木など奈良の風情を楽しみました。天平倶楽部での親睦パーティで
は、各クラブ会員が入り混じって席に着き、互いに友好を温めました。 
 なお、手づくりグループの作品がその場で展示販売され喜んで頂きま
した。 

ホスト 佐々木啓子 藤田欣吾 端崎市郎 

     合田サワ子  滋井寛子 濱田延子  

小泉くに子 中森恭子 吉岡三枝  

     岡本美保子 

  

今回、奈良クラブが主催となった中部ブロック会議は、6 月 8 日(土)、
奈良公園内の国際奈良学セミナーハウスで、52 名が参加して開催され、 

会議後は食事会や奈良公園の散策などで親睦を深めました。 

 

今年も神戸松蔭女子大学に滞在中の米・デラウェア大学

の学生が、6 月末の週末に 2 泊 3 日のホームステイにやっ

てきました。男子 4 名、女子 8 名の計 12 名。そのうち 5

名が中国の留学生。日本語のレベルはまちまちですが、み

んな日本文化に強い関心を持っていました。 

アニメオタクと言えるほど日

本のアニメ大好き留学生たちは

京都の太秦映画村やマンガミュ

ージアムで大いに興奮。女子学生

の多くは、浴衣を着て花火大会、

西瓜割り大会、地域の盆踊り、商

店街の夏祭り等々に出かけ、日本

の夏の風物詩を満喫。男子学生の

中に驚くほどお習字が上手な生

徒がいました。写真はその作品。 

 ６ 

今年は男子 4 名、女子 9 名、計 13 名の留学生が、7 ホスト

のところに 2 泊 3 日のホームステイをしました。留学生は香

港城市大学専上学院からの 8 名が中心で、ほかに中国、台湾、

タイから。 

。 

ホスト 大西弘 中森恭子 小泉くに子 

     仮家正剛 星野智 湯浅順子  

三木貞子    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

フロリダ州 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

   

  

     

 

 

 

  

 

 

 

 

        

 

 

  

 

  

ED 

Dennis Yemma 

浅田 喜美子  

Farewell party 
今回の会場はロイヤルホテル。FF 奈良

メンバーの青木俊一さんの和太鼓演奏で
幕が開き、やはりメンバー母娘の小野弘美
さん・瑞希さんが演奏する伝統の宮廷音楽
に合わせて神楽舞が披露されました。 

ED  浅田喜美子 

ホスト 
大西弘/博美    藤田欣吾/由紀子 
前野卓司/美佐子  畠中虎夫/愛子 

道上一清/恵子  中森恭子  

仮家正剛/倫子   合田勝径/サワ子           

岡本拓/美保子     

阪井肇/敏江    濱田良雄/延子 

 

サウスフロリダから 11 名、アメリカ各地から 6 名、カ

ナダから 1 名、オーストラリアから 2 名、計 19 名（男性

5 名・女性 14 名）は、到着場所も時刻も異なる、まさに

混成チーム。ここ奈良・サンマルクでの初顔合わせは、

アンバサダー同士の初顔合わせでもありました。しかも、

それを統率する ED の Dennis さんは、30 年の歴史ある

FFサウスフロリダ・クラブでまだ1年の新入会員でした。

それでもホスト側の手際と連携のよさで不安や戸惑いを

払拭し、終わってみればみんなが楽しく、心に残る交流

でした。 

７ 

 

奈良公園散策 

奈良公園はまず東大
寺大仏殿から。定番
コースでも相手変わ
ればいつも新しい感
動を分け合うことが
できます。 日本文化体験 

今回、ホストもき
ものを着て、着付
けの過程もお見
せしました。 

京都観光 ちょっとお疲れ、二条城で。 

会場ところ狭しと、みんなで踊る大和路ラ
プソディ。奈良で初対面の挨拶をしていた
混成アンバサダーたちも、はや一団となっ
て次の滞在地・広島へ旅立ちました。 

★スケジュール★ 
9/29(日) 関空とＪＲ京都へ出迎え  
9/30(月)  ウェルカム・レセプシオン（サンマルク） 

10/1(火)  日本文化体験（はばたき）   

10/2(水)  奈良公園（大仏殿,二月堂, 春日大社）  

10/3(木)  京都（金閣寺,竜案寺, 

クラフトセンター, 

10/4(土) 京都（嵐山、天竜字、錦市場） 

10/5(日)  京都 (清水寺・ショッピング） 

10/6(月)  フェアウェルパーティ 

（ロイヤルホテル） 

10/7(火) 自由行動 

10/8(水) 見送り （JR奈良） 

古いネクタイが
ネックレスに甦
る日本の手芸に
サプライズ。 

日本伝統遊具ケ
ン玉に熱中する
Norman さん。 

手づくりグループが

豪華な帯から制作し

たお土産を贈呈。 

ED 

Dennis Yemma 

浅田喜美子 
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▲松江城ではお堀を廻る「堀川めぐり」 

にも乗船しました。 

◀横山大観のコレクションで有名な足
立美術館の庭園は借景の美観で有名。 
一行の後の像は「大国主命」。 

 鳥取クラブ主催の今年のFF日本

大会は、10月19日（土）、米子市コ

ンベンションセンターで、全国22ク

ラブから約200名が参加して開催さ

れました。 

FFI の新会長 Joy DiBenedetto 

氏が初来日、終始なごやかな雰囲気

のなかで進行しました。 

全体会議に先立ち、午前中に代表

者会議が開かれ、今後増えるであろ

う Mixed Group 受入れの問題点な

どについて討議されました。 

FF 奈良クラブからは大西会長は

じめ 8 名が参加。大会後のオプショ

ナルツアーにつづき、例年通り FF

奈良親睦旅行で山陰の景観と美味

を満喫しました。 

８ 

スサノオノミコトの大蛇退治の神話

に因んだ荒神神楽を、地元高校生の

迫力あるパフォーマンスで開会。 

FFI の新会長 Joy DiBenedetto 氏及び
スタッフの金元勅子さん、FR コーデ
ィネイターの石井嗣代さんを囲んで
FF 奈良の参加者、大西弘、大西博美、
藤井英雄、畑廣子、樋室冨佐子、河村
ひとみ、中森恭子、畠中愛子の面々。 

鳥取県副知事、米子市長等の挨拶の後

本会議に入り、東日本大震災被災児た

ちがオーストラリアを訪問したなど

も報告された。懇親パーティは山陰の

海鮮の美味と美酒で乾杯 

 日本大会オプショナルツアーの松
江出雲コースに参加した奈良クラブ
一行は、足立美術館、出雲大社、松江
城などを巡って、美しい夕日の沈む宍
道湖畔で宿泊。ここからは FF 奈良の
親睦旅行で、夜遅くまで友好と親睦。 

 翌 21 日は松江をこよなく愛した小
泉八雲の記念館、鮮魚が美味しい境
港、あの「鬼太郎ロード」などを見学。 

 

ECS(English Chat Salon) 開設 

 “習うより慣れろ”というが、「英会話教室と同時にもっと英語 

をしゃべることに慣れる機会がほしい」という今春セミナーでの 

要望と提案を受けて、早速 

準備にかかり、7 月 21 日に 

第 1 回をスタート。名付け 

て「イングリッシュ・チャッ 

ト・サロン＝ ECS」。 

毎月 2 回、「とみの里ふれ 

あい会館」で開いています。 

 10 月末で、参加者は平均 

22 名（18~27 名）。くじで、 

2 人組、3 人組を作って英語 

で自由なおしゃべり。 

会話中には相手の言い方をその場で訂

正して、会話を寸断しないことが、この

サロンのルール。日本語ばかりでしゃべ

り出した時だけは注意する。 

 英語に堪能な「お助けマン」が毎回、

数名参加。質問・疑問に答えていただく

ほか、みんなで聞く「助言タイム」も外

国の方との会話に直接役立つと好評。 



 

 

        

 

 

 

                                 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                                               

  

  

ホスト 

ED  内田堯子／勝治  

吉川利文／公子 

木村久志／洋子  

吉岡行雄／三枝 

河村秋男／ひとみ 

乾真理 

ルーマニアから１０名が来日。今回の受け入れは、ストップオーバーにして
は少し長めの４泊５日で、日程上奈良にステイする前に京都のホテルに２泊し
ました。その結果、京都観光も奈良クラブがフルアテンドしたので、公式の受
け入れとほとんど変わらないものになりました。 
ウエルカムパーティもアンバサダーが少ないので心配しましたが、５２名も

の奈良のメンバーが参加して、大変盛り上がりました。 
彼らは比較的若くて日本への関心が深く、好奇心の旺盛なグループでした。

フェイスブックを使いこなしていたのがとても印象的でした。 
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★スケジュール★ 
 
11/ 17（日）関空出迎え  

18（月）京都観光（嵐山・野宮神社・天龍寺 

           遊覧船・金閣寺・錦市場） 

19（火）京都観光（清水寺）  

20（水）奈良公園（大仏殿,二月堂,）  

21（木）ウェルカムパーティ（はばたき）   

22（金）自由行動   

23（土）見送り （JR 奈良）大分クラブへ 

京都観光 

２泊３日の紅葉の

美しい京都を満喫！ 

宿泊はゲストハウ

スを彼らが予約して

来ました。繁華街の

ど真ん中にあり、便

利で格安だとか・・・ 

奈良公園散策 
この日はあいにくの雨で、とても寒

い日でした。「どうしてこんな日に散
策するの？」と不満の声も・・・。休
憩室で熱いお茶を飲みホッと一息。 

 

 

豪華なポットラックの料理 

Welcome party 
久々にアジアの海賊を踊ると 

途中で、ルーマニアの人たち
も加わって大盛り上り！又、
最近結成したというトリオの 

歌とトーク、お琴の演奏、  
ルーマニアの人たちの 

   歌とプロジェクターで
のルーマニアの美しい
町の紹介など、楽しい 

   時を過ごしました。 

 

 

 

民族衣装を着た ED の Elena 

西部公民館で１２月定例会後、３時からクリスマスパーティーを楽しみまし

た。参加人数４８名。会場は少し狭かったので大きく動くことは出来ませんでし

たが、会員による手作りケーキを頂きながら、クリスマスソングを歌ったりゲー

ムをしたりで、大いに盛り上がりました。最後にそれぞれが 500 円相当のプレゼ

ントにメッセージを付けて交換しました。 

何人かがプレゼントとメッセージを披露しました。 

12/26 
 



 

「FF サロン」で例会さらに充実 

今年もデラウェア大学生や奈良産業大の留学生を短

期間受入れました。若い学生から慕われ、元気をもら

った交流がありました。 

しかし、今年の活動は、何といっても例会で「FF サ

ロン」をスタートさせたことです。会員及び会員と関

係のある講師を迎えて、それぞれの専門分野の貴重な

講演やら、心に響く演奏やら朗詠やら。感銘あり、と

きに爆笑あり。あらためて FF 奈良クラブは多才な人達

に取り囲まれていることを実感しました。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

本年の締めくくりは楽しい
お食事会。一年の労をねぎ
らい合いまいた。 

第 5 回 11/10   税を考える——どう変わる？相続税・贈与税  西野 恕 氏 

税理士・西野恕氏は西野博子会員のご主人。今年の閣議決定での税制改正に伴い、
どう変わることになったのかを解説していただきました。該当者には切実な問題です
が、当面それほど関心のなかった人も、数字は苦手という人も、税のことは門外漢と
思っている人も、講演が進むにつれて、難しい話もさりげなく面白く、終わってみれ
ば身近な問題として、よく理解できました。 

 

 

女性陣のパワー結集 

 

今年も１カ月に１度の集まりを基本に、活動

してきました。２度の受入れのお土産制作、渡

航者が持参するお土産用作品の販売、中部大会

での作品の展示販売など、それらを協力し合っ

て、成果をあげることが出来ました。 

メンバーそれぞれが得意分野を発揮させ、そ

れを伝授、吸収し合い、発展させる協力関係が

でき、充実の年となりました。 

昼食時は、お得意の惣菜や漬物、デザートな

どを持参し、レシピも教え合います。賑やかさ

はご想像以上ですが、裁縫にせよ、料理にせよ、

創ることへの意欲がみなぎっています。 

女性陣の結集されたパワーは和やかさと共に

来年へと受け継がれることでしょう。 

 

 

第 1 回  2/24   山田流 絵の見方  山田博司 画伯 

FF 奈良クラブの創立会員である山田博司画伯による
「絵画の鑑賞の仕方」の講演。奈良を愛して描き続けてお 
られる画伯の、ほのぼのと情緒豊かな作風そのままの語り              
口は、講演というより「山田流 絵の見方」のお話。ユ ー      

 モラスに心温ま   

 る絵画へのアプ 

ローチでした。             

 

第４回  9/22 Mr. Billy Moskas 

Let’s Enjoy Singing aSong  
in English 
 Billy さんは、FF 奈良クラブ 

の英会話講師の一人。その歌 

声はすでに World Friendship  

Day にお披露目済み。講演は 

すべて英語。17 世紀初頭の哀 

愁を帯びた黒人労働歌から、 

ブルース, ジャズ、カントリーソングな
ど、社会的背景を映してきたアメリカ
の歌の歴史を、ギターやハーモニカの
演奏を交えながらの熱演。最後はみん
なで、You Are My Sunshine を斉唱
して、すばらしいひとときを共有しま
した。 

第 3 回 ７/21   犬養万葉の世界と私   水本 洋 氏 

講師の水元洋氏は「犬養万葉記念館協力友の会」代表で藤井
英雄さんの友人。万葉関係の多くの会に所属されていて、大学
時代の犬養孝氏との出会い以来、万葉集とは深く永く付き合っ
てこられた方。 

 天皇から庶民まであらゆる階層・地域・立場の人々の歌を通
して当時の習慣、世界観、そして何よりも日本人の心を感じ取
ってほしいと、軽妙 

な話術で語られる万 

葉の世界に、一同引 

き込まれていきまし 

た。同氏は万葉歌碑 

を訪ねる飛鳥路ハイ 

キングにも参加して 

くださいました。    
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Exchange の度に感動をお届けして

きたお土産品はこの手づくり工房で

生まれます。 

同じ黒いコットン地から
独創性豊かな「マイ・エプ
ロン」が出来ました。 

皆さんご満悦！ 

第 2 回  3/24   ドイツってどんな国  内田勝治 氏 

 ドイツ史に詳しい内田副会長のご主人が、5 月のドイツ
渡航を前に、ドイツとはどんな国か、ローマ時代のゲルマ
ン民族以来の壮大な歴史を親しみやすく語ってください
ました。おかげで渡航しない会員にもドイツが身近な国に
なりました。 



 

ブログで速報 情報発信の主流に 

 一昨年、広報からの情報発信をホームページに切り換え、

ニュースレターとして季刊会報誌をホームページ上で見て

頂きましたが、膨大な情報が電波で即時に流れるペーパー

レス時代に適応する一方で、一年間の主要な出来事を凝縮

して記録しておくような保存版の要望も根強いため、記
録として残すため Annual Report を発行しました。 

そして今年度は、ニュースレターをやめて、行事ごとの

ホットなニュースをブログの「FF Nara activities」に 即

時にアップしました。その都度、事務局から皆様にお知ら

せして頂いたことにより、多くの会員がパソコンの扱いに

慣れ、ホームページを開いて情報を受け取ることが日常化

してきたように思われます。Annual Report は今年度も
記録保存の目的として、発行しました。 

来年度、未だ模索中ですが、一年間の反省を踏まえて
皆で話し合いながら、新たな情報発信をしたいと思って
います。 

 

 

  

桜に見放された FF観桜ハイキング 

イベントグループ最大の自慢「今まで計画した行事が中止になっ

たことがない」が、今年初めて、2 回の計画が中止になりました。 

昨年、久しぶりに計画した「観桜ハイキング」は、時々小雨の寒い

日に３分咲きの桜しか見られず。今年こそはと意気込んだのに「大

雨のため中止」。桜は、FF には美しい姿を見せてくれないのでしょ

うか？ 来年こそ、リベンジで満開の桜を見たいものです。 

 しかし、「飛鳥路に万葉歌碑を訪ねて」「山科から、南禅寺への紅

葉ハイク」は、それの残念さを補うに余りある素晴 

らしいものでした。 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

12/1     紅葉ハイキング    

 京都の山々が錦に彩られた晴天の一日、総勢 23 名は山科

駅を降りて、琵琶湖疏水沿いの遊歩道を、水の流れに彩を

映す紅葉の美しさを愛でながら歩きました。 

 蹴上公園でお弁当。インクライン跡から南禅寺へ下り、

最後は真紅に染まった 

永観堂の紅葉に感嘆の 

声。晩秋を満喫する約 

2 万歩のウォーキング 

でした。 

 
 

二人のナイスガイが講師に 
  

Jeshka の退任後、今年初から Billy Moskas

と Christopher Moore の二人の魅力的な男性

講師が着任。Billy は初級を２クラス、Chris は

初級 1 クラス、中級 1 クラスを担当。それぞれ

持ち味を生かして 

楽しいレッスンを 

続けています。 
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11/2            

飛鳥路に万葉歌碑を訪ねて 

10 月の FF サロンで万葉の世

界を語ってくださった水本洋講

師に、再び同行していただき、

13 名が飛鳥路の歌碑を訪ねな

がら、この地に眠る万葉人に想

いを馳せました。 

切石の岩屋山古墳を皮切りに、松隈川岸の歌碑の前で朗詠。文

武天皇の真稜といわれる中尾山古墳を経て、天武・持統両天皇の

合葬稜のそばで昼食。再び散策を進めて飛鳥川沿いの歌碑では朗

詠、伝板葺宮跡では大化の改新に想いを回られ、ついに甘樫の丘

へ。ここに犬養万葉歌碑第 1 号があります。 

采女の 袖吹き返す 明日香風 

     京（みやこ）を遠み いたずらに吹く 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

濱田さんのアンバサダーでオーストラリアからの

Norman & Elaine夫妻は、家族のシンボルになるような“夫

婦と５羽のひなのコウノトリ”をデザインした作品を買物

のたびに探しておられました。東京でも京都でもそして奈

良でも。ただ誰もが見つけるのはまず無理だと思っていま

した。ところが滋井さんのお宅で “鶴の夫婦と５羽のひな” 

を刺繍したお手製の作品と奇跡的な出会い！ 滋井さんは

即座にプレゼントされました。Norman さんの目が喜びで

潤みました。帰国後それは家宝になりました。 

 

2013 年 1 年間の活動を Annual Report 2013 年号にまとめて昨年に引き続いて発行すること

になりました。ブログに対してはその早さにさすが奈良クラブと他クラブから言われた反面、ニ

ュースレターの長所も捨てがたいという声もあり、今後の検討課題を頂いています。 

多忙な時期での紙面作りで、多少の負担感はありましたが、みんなの協力で仕上げることがで

き、又、この年にこんなに盛りだくさんの行事があったのかと、1 年間の出来事を順を追って振

り返ることができました（(K.M) 。              
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編集・発行  ザ・フレンドシップフォース・オブ・奈良 広報グループ 

事 務 局  〒630-8036 奈良市五条畑 1-20-16  TEL/FAX 0742-48-4334 

              E-mail  holinonenara@kcn.jp   HP http://ffnara.web.fc2.com/ 

 

日本伝統の遊具「けん玉」は、い

まや世界各国に広がっていて愛好

者が増え、各国それぞれ独自で少し

ずつ個性の違うけん玉が生産され、

国際的な競技大会も開催されてい

るそうです。逆輸入もあるかも。 

「日本文化体験」では、けん玉に熱

中するアンバサダーたちが、意外に

上手だったのもそのせい？ 

中森さんのアンバサダーSylvia と Marianne が作った替え歌を、お別れディナー

パーティで、フォスターの「夢見る人」のメロディにのせて歌ってくれました。 

We are the people of the Friendship Force, 

Traveling the world to make new friends of course 

Eating and drinking day after day, SAKE and Whiskey and Wine by the case 

If you should see us stumble and fall, please pick us up and give us some more  

Dress in Kimono, writing our names, folding origami is part of the game 

Feeding the deer at Nara Park, doing all this before it got dark. 

Keeping our fingers out of their mouth as Sibby will tell you.  

She almost went south!(=fall down)  

When to the Daiso、spent many yen,  

Now please take us back there again and again 

This is the end our fabulous trip  

Friends that we met here we'll never forget. 

 

 

 

藤井さんはドイツ渡航の直前に、

ホ ー ム ス テ イ 先 の Angelika 

Kirkeling から送られてきた夫妻の

写真をもとに、お二人のデッサンを

細密に描いて、出会いの日にプレゼ

ントされました。夫妻がどれほど喜

ばれたか、想像に難くありません。 

mailto:holinonenara@kcn.jp
http://ffnara.web.fc2.com/

